
生ごみ堆肥の腐熟度を判定する方法

未熟な生ごみ堆肥では微生物の呼吸量（酸素消費量）が高く、腐熟が進むに
つれて低下していきます。このことから酸素消費量の測定は腐熟度判定の一つ
として利用できます。ただし、酸素消費量を基に腐熟が進んだか否かを判断す
るためには、堆肥化の最適条件下で測定する必要があります。未熟な生ごみ堆
肥を乾燥後粉砕したものに対し、水分、温度条件を変えて酸素消費量を比較し
た結果、水分 50 ％、36 ℃で 1 日培養した条件下において測定するのが適当で
あることがわかりました。

未熟な生ごみ堆肥を乾燥後粉

砕し、水分50％（重量比）、36℃

で1日以上培養した条件において

酸素消費量が最大になりました。

また、粉砕することにより測

定値の再現性が高まりました。

乾燥・粉砕

見た目では腐熟の進み具合は

わかりにくい

試料調整の流れ

水分調整

水分50％（重量比）

36℃1日保温 酸素消費量測定装置

腐熟が進めば酸素消費量が低下！

（農林総合研究センター 農産物安全・土壌担当 TEL 048-521-9461）
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未熟な生ごみ堆肥（乾燥粉砕物）の調整条件と酸素消費量

（μg/min/g）
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